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北大元気プロジェクト２０１３（第１回目）の採択について 

 

このことについて，以下のとおり採択しましたので，お知らせします。 

 

No. プロジェクトの名称 目    的 代 表 者 氏 名 

１ 

大学の授業体験 with 

CAP～バリアフリーな北

大を目指して～【継続】 

①障がいのある方々への支援の輪を広げること，②障がいのある方々

を受け入れていくための支援体制を持続可能で恒常的なシステムと

して確立すること，③この取り組みを広く知ってもらうため，障がい

のある高校生等を対象に「大学の授業体験」を実施する。 

医学部２年 
笹森 瞳 

２ 
え!?新入生が展示解説!? 

【継続】 

①学生が主体となって企画を作り実施する姿を市民に見てもらうこ

とで，北大生の行動力と積極性を知ってもらい，②展示解説を通し，

予備知識や思考方法の異なる相手に対し，伝えたいことを正確に分か

りやすく伝えるという，コミュニケーションの重要な根幹を成す能力

を伸ばすため，総合博物館の常設展示について展示解説を行う。 

理学部３年 
太田 晶 

３ 
第２回僕らの歩行祭～夜

のピクニック～【継続】 

80kmの距離を２日間かけて北海道の学生200人で歩き，各々の夢や目

標あるいは日常の自分を語り合い，新たな日々へのきっかけを見つけ

る場を提供する。 

工学部４年 
大木 研人 

４ 
北大祭環境負荷軽減プロ

ジェクト【継続】 

北大祭の模擬店で使用する容器を環境に配慮したものにすることで，

環境負荷の軽減を図る。 

工学部２年 
木村 弥生 

５ 北大金葉祭【継続】 

①北大の景観を楽しみに来た観光客や市民に，景観をさらに魅力的に

感じてもらうこと，②北大生と交流を行うことで，北大にさらに親近

感を持ち，好きになってもらう。 

教育学部２年 
菅井 僚 

６ 
北大カフェプロジェクト

【継続】 

「人と人を繋ぐこと」を目的とし，北大構内および札幌市都市部を中

心に，コミュニケーションスペースとしてのカフェを，設置場所をイ

ベントごとに変えながら展開する。 

工学部２年 
小林 貴洋 

７ 
ビブリオバトル北大予選

会 

①学生主体で開催することで，本の魅力を学生から北大生や地域に発

信していくこと，②北大生と地域の方々が本を通じた交流をするこ

と，③北大生にとっての北大図書館のイメージアップを図ることを目

的とする。 

教育学部４年 
蒔苗 詩歌 

８ 
北大理科部～わくわく科

学教室～【継続】 

①理科実験を通して，身近に潜む不思議な科学を中高生に体験・理解

してもらうことで，科学の面白さ・必要性を実感してもらう，②自分

達自身も主体性・実行力・計画力・発信力等の社会人基礎力を身に付

けて成長することを目的とする。 

生命科学院 
修士課程２年 
岡崎 晴香 

９ 

震災支援情報誌「OUEN 

TIMES」プロジェクト【継

続】 

長期にわたって必要とされる震災復興に携わってもらう機会を提供

するため，震災支援についての正しく具体的な情報を広く提供するこ

とを目的とする。また，被災者の方や現地ボランティアの方などを招

き講演をしていただく等，皆で考え今後の行動につながるようなイベ

ントを開催する。 

農学院 
修士課程２年 
長嶋 沙希 

１０ 
CLARK THEATER 2013【継

続】 

①映像産業，映像教育への寄与，②大学と地域とのコミュニケーショ

ン促進，③学生のキャリアアップを目的とする。 

文学部２年 
半澤 麻衣 

１１ 

北大生による「生物ロボ

ットコンテスト」への参

加【継続】 

世界各国の大学生チームが，規格化された遺伝子パーツを組み合わせ

て作成した，遺伝子組み換え生物の性能と有用性を競い合う「生物ロ

ボットコンテスト」（iGEM）に参加することで，研究活動をするうえ

で必要な実験技術やマネジメント法，国際交流を通じた英語によるグ

ローバルな発表方法を学部生という早期段階で習得することを目的

とする。 

理学部３年 
峯 健太 

 


